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平
成
二
十
六
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
が

十
一
月
三
日
付
け
で
総
務
省
か
ら
発
令
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
県
か
ら
は
、
秋
の
叙
勲
が
十
二
名
、
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
が
十
五
名
、
藍
綬
褒
章
が
二

名
、
合
計
二
十
九
名
の
皆
様
が
受
章
の
栄
に
浴

さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
、
秋
の
叙
勲
が
十
一
月
七
日
（
ニ

ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

が
十
一
月
十
一
日
（
日
比
谷
公
会
堂
）、
秋
の

褒
章
が
十
一
月
十
四
日
（
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
）

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、
同
日
の
午
後
に
は
、

皇
居
内
に
お
い
て
拝
謁
も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
と

ご
功
績
に
対
し
、
心
か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　
以
下
、
順
不
動
に
て
受
章
者
の
略
歴
等
を
ご

紹
介
し
ま
す
。※

（
　
）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

瑞
宝
小
綬
章

○
慶
野
　
清
（
七
十
）

　
元 

つ
く
ば
市 

消
防
正
監

　
消
防
歴
　
三
十
九
年
六
月

　
つ
く
ば
市
在
住

瑞
宝
単
光
章

○
飯
島
　
義
邦
（
六
十
七
）

　
元 

桜
川
市
消
防
団 

団
長

　
消
防
歴
　
三
十
一
年
六
月

　
桜
川
市
在
住

○
石
田
　
正
勝
（
七
十
二
）

　
元 

常
陸
太
田
市
消
防
団 

副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
五
年

　
常
陸
太
田
市
在
住

○
加
藤
　
昌
次
（
七
十
一
）

　
元 

那
珂
市
消
防
団 

副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
三
月

　
那
珂
市
在
住

○
加
藤
　
充
（
六
十
六
）

　
元 

石
岡
市
消
防
団 

副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
二
年
二
月

　
石
岡
市
在
住

○
鹿
野
島
　
定
男
（
七
十
五
）

　
元 

水
戸
市
消
防
団
　
副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
五
年
五
月
半

　
水
戸
市
在
住

○
久
下
谷
　
公
志
（
六
十
五
）

　
元 

日
立
市
消
防
団 

副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
年
十
一
月

　
日
立
市
在
住

○
齋
藤
　
隆
（
六
十
五
）

　
元 

筑
西
市
消
防
団 

副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
三
年

　
筑
西
市
在
住
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そ
の
後
、
会
場
を
「
東
京
ベ
イ
舞
浜
ホ
テ

ル
　
ク
ラ
ブ
リ
ゾ
ー
ト
」
に
移
し
て
情
報
交
流

会
が
あ
り
、参
加
し
た
本
県
女
性
消
防
団
員
は
、

大
会
で
は
聞
け
な
か
っ
た
活
動
事
例
や
苦
労
話

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動
に
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
十
月
二
十
九
日
～
三
十
日
に
か
け

て
佐
賀
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是

非
多
く
の
女
性
消
防
団
員
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
で
二
十
回
と
な
る
女
性
消
防
団
員
活
性

化
大
会
が
、
千
葉
県
浦
安
市
の
「
舞
浜
ア
ン
フ

ィ
シ
ア
タ
ー
（
第
一
会
場
）、
浦
安
市
総
合
体
育

館
（
第
二
会
場
）」
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
女
性
消
防
団
員

や
消
防
団
幹
部
、
関
係
消
防
機
関
等
か
ら
約
三

千
八
百
人
が
参
加
、
本
県
で
は
水
戸
市
・
土
浦

市
・
古
河
市
・
石
岡
市
・
龍
ケ
崎
市
・
常
総
市
・

常
陸
太
田
市
・
高
萩
市
・
北
茨
城
市
・
笠
間
市
・

取
手
市
・
牛
久
市
・
つ
く
ば
市
・
ひ
た
ち
な
か

市
・
常
陸
大
宮
市
・
那
珂
市
・
稲
敷
市
・
か
す

み
が
う
ら
市
・
桜
川
市
・
行
方
市
・
鉾
田
市
・

つ
く
ば
み
ら
い
市
・
茨
城
町
・
美
浦
村
・
阿
見

町
・
河
内
町
・
利
根
町
の
女
性
消
防
団
員
等
併

せ
て
三
百
四
十
五
名
、
地
元
千
葉
県
に
次
ぐ
出

席
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
松
戸
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
ウ
ェ

ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
幕
し
、
式
典
に
続
き

四
市
町
の
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
活
動
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昼
食
休
憩
を
挟
ん
だ
午
後
の
部
は
、
四
団
体

に
よ
る
火
災
予
防
啓
発
劇
が
演
じ
ら
れ
、
締
め

括
り
は
、
地
元
千
葉
県
出
身
の
女
優
・
声
優
で

あ
る
市
原
悦
子
さ
ん
の
記
念
講
演
「
朗
読
と
お

話
の
世
界
」
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

秋の叙勲伝達式（ニッショーホール）

平
成
二
十
六
年
　

秋
の
叙
勲
・

褒
章

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会
に

本
県
か
ら
三
百
四
十
五
名
が
参
加
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○
新
川
　
与
一
（
六
十
五
）

　
元 

神
栖
市
消
防
団 

副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
六
年
二
月

　
神
栖
市
在
住

○
鈴
木
　
廣
美
（
七
十
四
）

　
元 

高
萩
市
消
防
団 

副
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
九
年

　
高
萩
市
在
住

○
矢
口
　
明
良
（
六
十
五
）

　
元 

小
美
玉
市
連
合
消
防
団 
団
長

　
消
防
歴
　
三
十
六
年

　
小
美
玉
市
在
住

○
吉
田
　
博
（
六
十
五
）

　
元 

常
総
市
消
防
団 

副
団
長

　
消
防
歴
　
四
十
四
年
四
月

　
常
総
市
在
住

瑞
宝
双
光
章

○
相
沢
　
武
夫
（
六
十
五
）

　
元 

常
陸
大
宮
市 

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
常
陸
大
宮
市
在
住

○
内
田
　
三
雄
（
六
十
五
）

　
元 

鹿
島
地
方 

消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
七
月

　
鹿
嶋
市
在
住

○
海
老
澤
　
啓
一
（
六
十
五
）

　
元 

小
美
玉
市 

消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
石
岡
市
在
住

○
河
又
　
清
美
（
六
十
五
）

　
元 

日
立
市 

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
日
立
市
在
住

○
栗
山
　
繁
（
六
十
八
）

　
元 

稲
敷
広
域 

消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
八
年
四
月

　
龍
ケ
崎
市
在
住

○
高
島
　
正
二
（
六
十
五
）

　
元 

取
手
市 

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
取
手
市
在
住

○
武
石
　
篤
美
（
六
十
五
）

　
元 

水
戸
市 

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
年

　
ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
武
士
　
鉄
久
（
六
十
六
）

　
元 

大
子
町 

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
年

　
大
子
町
在
住

○
中
村
　
治
（
六
十
五
）

　
元 

取
手
市 

消
防
正
監

　
消
防
歴
　
四
十
一
年

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
在
住

○
根
岸
　
寛
次
（
六
十
六
）

　
元 

西
南
広
域 

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
二
年

　
古
河
市
在
住

○
馬
場
　
富
夫
（
六
十
五
）

　
元 

鹿
島
地
方 

消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
年

　
神
栖
市
在
住

○
宮
本
　
賢
志
（
六
十
六
）

　
元 

日
立
市 

消
防
監

　
消
防
歴
　
三
十
九
年

　
日
立
市
在
住

〇
村
上
　
幹
男
（
六
十
五
）

　
元 

東
海
村 

消
防
監

　
消
防
歴
　
四
十
年
九
月

　
東
海
村
在
住

瑞
宝
単
光
章

○
川
名
　
治
雄
（
六
十
五
）

　
元 

水
戸
市 

消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
四
十
一
年
十
一
月

　
水
戸
市
在
住

○
船
橋
　
二
三
夫
（
七
十
七
）

　
元 
西
南
広
域 

消
防
司
令
長

　
消
防
歴
　
三
十
二
年
十
月

　
古
河
市
在
住

○
武
田
　
芳
雄
（
六
十
四
）

　
現 

美
浦
村
消
防
団 

団
長

　
消
防
歴
　
三
十
七
年
七
月
半

　
美
浦
村
在
住

○
野
口
　
來
（
七
十
一
）

　
現 

神
栖
市
消
防
団 

団
長

　
消
防
歴
　
三
十
四
年
七
月

　
神
栖
市
在
住

　 

第
二
十
三
回
危
険
業
務

　 

従
事
者
叙
勲

危険業務従事者叙勲伝達式（日比谷公会堂）

受章された団長ご夫妻野口団長が代表受領

藍
綬
褒
章
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遠野市消防本部前にて

　
平
成
十
九
年
度
の
当
協
会
総
会
（
理
事
会
・

評
議
員
会
）
決
議
﹃
概
ね
三
年
程
度
で
県
内
全

市
町
村
に
女
性
消
防
団
を
結
成
す
る
﹄
を
受
け

て
、
女
性
消
防
団
の
活
動
事
例
等
を
紹
介
し
な

が
ら
、
女
性
消
防
団
の
結
成
を
促
進
し
、
併
せ

て
県
内
女
性
消
防
団
員
の
交
流
を
促
す
た
め
、

昨
年
度
ま
で
計
七
回
の
「
女
性
消
防
団
結
成
促

進
大
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
女
性
団

員
が
い
る
市
町
村
も
四
十
四
市
町
村
中
三
十
八

市
町
村
ま
で
伸
び
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度

か
ら
大
会
名
称
を
「
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大

会
」
と
し
、
十
一
月
二
十
一
日
、
総
勢
約
三
百

名
参
加
の
も
と
、
茨
城
県
庁
講
堂
で
実
施
し
ま

し
た
。

で
は
、
山
内
団
長
と
佐
藤
課
長
補
佐
か
ら
東
日

本
大
震
災
に
係
る
町
の
被
害
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
南
三
陸
町
の
被
災
経
験

か
ら
消
防
団
の
安
全
管
理
を
含
め
た
防
災
行
政

上
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
①
想
定
は

計
算
上
の
目
安
、
②
助
か
る
こ
と
・
助
か
っ
て

助
け
助
け
合
う
こ
と
、
③
備
え
る
こ
と
、
④
家

族
を
基
本
と
す
る
こ
と
、
⑤
近
所
づ
き
あ
い
を

大
切
に
す
る
こ
と
、
と
の
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
関
係
で
印
象
深
い
内
容
と
し

て
、
団
員
の
命
に
か
か
わ
る
津
波
時
の
水
門
閉

鎖
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
団
員
は
水
門
閉
鎖
を

行
わ
ず
、
管
理
者
の
遠
隔
操
作
を
基
本
と
す
る

こ
と
を
方
針
と
し
、
さ
ら
に
、
安
全
管
理
上
情

報
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無
線
の
整

備
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
岩
手
県
遠
野
市
で
は
、
谷
知
消
防
長
他
消
防

本
部
職
員
か
ら
東
日
本
大
震
災
時
の
後
方
支
援

拠
点
と
し
て
の
活
動
や
、
遠
野
市
消
防
団
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
後
方
支
援

活
動
に
つ
い
て
は
ビ
デ
オ
視
聴
と
補
足
説
明
に

よ
り
当
時
の
状
況
を
説
明
頂
き
、
消
防
団
の
現

状
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
員
数
が
全
国
的
に
減

少
傾
向
に
あ
る
な
か
で
、
遠
野
市
は
震
災
以
降

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
よ
り
団
員
数
は
微

増
の
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
遠
野
市
の
女
性
団
員
は
本
県
と
違
い

本
部
や
女
性
分
団
に
属
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
通
常
の
分
団
で
男
性
と
と
も
に
男
性
と
同

内
容
の
活
動
を
し
て
い
る
と
い
う
興
味
深
い
話

も
頂
き
、
二
市
町
で
の
研
修
は
、
今
後
の
本
県

の
消
防
団
活
動
を
考
え
る
上
で
大
い
に
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
理
事
研
修
会

は
、
十
月
二
十
九
日
か
ら
三

十
一
日
の
日
程
で
、
宮
城
県

本
吉
郡
南
三
陸
町
と
岩
手
県

遠
野
市
を
メ
イ
ン
研
修
先
と

し
て
、
葉
梨
会
長
は
じ
め
理

事
十
四
名
、
県
立
消
防
学
校

二
名
、
事
務
局
二
名
で
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町

研修の様子

平
成
二
十
六
年
度

茨
城
県
女
性
消
防
団
員

活
性
化
大
会
を
開
催

平成26年度　理事研修会を実施
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全国シェアNo.１の消防車メーカー
㈱モリタの各種消防自動車
常に最新技術を反映して様々な災害
現場で活躍する消防車を制作します。

その他の取扱品目

茨城県代理店
有限会社　鈴　機

小型動力消防ポンプ・消防用ホース
救助資機材・潜水機材・消防用被服
防災用品・消防用品・消防資機材

〒315-0014　石岡市国府5-2-25
TEL：0299-22-3010　FAX：0299-22-5846

パナソニック

茨城県代理店

消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

編
　
集
　
後
　
記

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
に
は
寒
さ
に
向
か
っ
て
体
調
管
理
に
十
分

留
意
さ
れ
、
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
な
お
、
皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や
様
々
な
情
報

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、是
非
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
広
告
掲
載
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

（
掲
載
料
：
掲
載
一
回
税
込
み
五
千
四
百
円
、

掲
載
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
誌
面
四
頁
の
掲
載
広

告
を
参
照
し
て
下
さ
い
。）。
是
非
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
き
）

　
大
会
で
は
、
最
初
に
本
県
女
性
消
防
団
員
の

中
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
東
京
都
赤
羽
消
防

団
副
団
長
の
小
澤
浩
子
さ
ん
に
「
応
援
団
を
増

や
せ
！
　
～
地
域
ぐ
る
み
の
消
防
団
応
援
事
業

か
ら
～
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
次
に
、
常
陸
太
田
市
消
防
団
の
大
串
啓
子
さ

ん
か
ら「
女
性
消
防
団
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
て
意
見
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
子
町
消
防
団
部
長
の
齋
藤
洋
子

さ
ん
他
六
名
か
ら
「
津
波
だ
！
い
な
む
ら
の
火

を
消
す
な
」
と
題
し
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
用
し
た
大
画
面
で
の
紙
芝
居
風
の
寸
劇
を
演

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

活
環
境
部
長
等
の
県
幹
部
や
小
澤
講
師
な
ど
に

も
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
、
大
い
に
交
流
を
図

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
成
果
を
参
考
に
、
今
後
の
女
性

消
防
団
活
動
が
充
実
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

パネルディスカッションの様子

大子町女性消防団員のパワーポイント紙芝居

常陸太田市女性消防団員の意見発表

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
ご

講
演
い
た
だ
い
た
東
京
都
赤

羽
消
防
団
副
団
長
の
小
澤
浩

子
さ
ん
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

は
、
下
妻
市
消
防
団
団
長
の

富
田
光
一
さ
ん
、
龍
ケ
崎
市

消
防
団
分
団
長
の
石
引
公
子

さ
ん
、
水
戸
市
消
防
団
団
員

の
礒
部
美
登
里
さ
ん
、
茨
城

県
生
活
環
境
部
防
災
・
危
機

管
理
局
消
防
安
全
課
課
長
補

佐
の
瀬
谷
茂
樹
さ
ん
に
お
願

い
し
、
約
七
十
分
間
に
わ
た

り
、
消
防
団
応
援
事
業
の
実

現
に
む
け
、
小
澤
さ
ん
の
巧

み
な
リ
ー
ド
で
お
話
し
が
聞

け
、
参
考
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
第
二
部
は
、
会
場
を
県
庁

二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移

し
、
恒
例
と
な
っ
た
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
泉
生


